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(1) ： 株式会社　大原重建

(2) ： 代表取締役　丹野勇馬

(3)
① 本社（登記上）　　　　　 〒438-0084　静岡県磐田市城之崎1-2334-5

② 事業所　　　　　　　　　 ※ 〒438-0026　静岡県磐田市西貝塚2360

TEL. （0538）32-0660
FAX. （0538）37-4914

※印

(4) ： 土木・営繕工事の設計・施工（建設業（土木工事業））

建設業許可　静岡県知事許可（般-2）第25806号
（土木一式）
産業廃棄物収集運搬許可　第02202104841号（自社運搬のみ）
（がれき類　汚泥　木くず）

(5) ： 創立　1991年 3月

(6) ：

 

(7) ： 環境管理責任者　近藤　奈美江丹野玲奈

(8) ： 事務部門責任者　近藤　奈美江丹野玲奈

(9) ： 株式会社大原重建の全組織及び全活動

(10) ： 本社，事業所

2022年 2023年

１．組織概要

事業所名

代表者名

事業規模

2023年11月に「〒438-0075　静岡県磐田市天龍1149-1」へ
事務所を新築移転

62 65 63

所在地

E-mail：oohara1991@apricot.ocn.ne.jp

事業内容

沿革

活動規模 単　位
2021年

従業員 人 9 9 9

( 3１期 ) ( 32期 ) （33期）

工事件数 件

倉庫
床面積

㎡ 75ｍ
2

75ｍ
2

75ｍ
2

売上高 千円 251,567 304,810 257,230

責任者

担当者

認証・登録範囲

対象事業所

事務所
床面積

㎡ 68ｍ
2

68ｍ
2

68ｍ
2

２



◎ 企業理念

 株式会社大原重建は、建設工事の事業活動を通じ、社員と共に自然環境の保全、地域社会への
貢献に取り組み、より良い地球環境の維持向上に努めます。

◎ 環境経営方針

事業活動が環境に与える影響を把握し、企業理念をもとに活動を行い、環境負荷の低減に
取り組みます。

① 環境に配慮した施工の提案・実施

② 環境関連法規の遵守

③ 環境経営の継続的改善

④ グリーン購入の推進

⑤ 温室効果ガス排出量の削減（電気及びガソリン使用量の削減）

⑥ 廃棄物の排出抑制、再資源化の推進

⑦ 排水量の削減

⑧ 環境美化活動

当社の業務運営に係わる環境影響を常に認識し、環境マネジメントシステムを
構築・運営・維持し継続的改善を図り、地域社会に貢献します。

環境経営目標を自主的かつ積極的に実践できるように、環境経営方針を全社員に周知し、
継続的に社員教育をして定期的に見直し、環境活動を推進します。

２．環境経営方針

制定日 2017年7月1日

改定日 2020年9月1日

代表取締役 丹野勇馬

３



・ 環境経営方針の策定、見直し及び全社員への周知

・ 環境経営目標、環境経営活動計画書の承認

・ 代表者による全体の評価と見直しの実施

・ 環境経営活動レポートの承認

・ 環境経営システムの構築、運用、管理

・ 環境関連法規等の取りまとめ表の作成

・ 環境経営目標、環境経営活動計画書の作成

・ 環境経営活動レポートの作成

・ 環境負荷データの収集管理

・ システム運営上の事務管理

・ 資源回収運動の管理

・ 環境管理の周知

・ 環境教育訓練の実施及び記録の作成

・ 現場発生廃棄物の抑制・適正処理

・ 緊急事態発生時の対応と対策の実施

３．実施体制

代　表　者

丹野　勇馬

環境管理責任者

丹野　勇馬

土木１課責任者 土木２課責任者 事務部門責任者

太田　浩徳 小林　重樹 丹野  玲奈

組 織 主 な 業 務 内 容 及 び 責 任 ・ 権 限

代 表 者

環境管理責任者

事務部門責任者

工事部門責任者

４



短期及び中期的環境経営目標

＜備考＞
※

※

節水に努める 節水に努める
（m

3
）

電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）は、－R２年度実績－ R４.１.７　環境省・
経済産業省公表、R４.２.１７一部修正、ENEOS㈱の調整後の値である0.480（kg-Ｃ０２/kwh）を使用しました。

水は井戸水を使用しており、量水計がついていない為数量は測れませんが、節水に努めます。

　当社は、発生負荷量の変動が大きいことから、環境経営目標の設定方法として前年度実績値を基準値とする
スライド方式を採用している。

グリーン購入の推進 グリーン購入に配慮した グリーン購入に配慮する

水使用量

４．環境経営目標の設定

項　　目

2022年(32期）
2021.10～2022.9

2023年（ 33 期） 2024年（ 34 期） 2025年（ 35期）

基　準　値 2022.10～2023.9 2023.10～2024.9 2024.10～2025.9

環境配慮工事
環境に配慮した
工事に努めた

環境に配慮した工事に努める

二酸化炭素排出量
69,211 1%削減 2%削減 3%削減

（ kg-CO2 ）

電気使用量
17,867 1%削減 2%削減 3%削減

（ kwh ）

ガソリン使用量
5,689 1%削減 2%削減 3%削減

（ L ）

軽油
18,386 1%削減 2%削減 3%削減

（ L ）

環境美化活動 1回 / 月 1回 / 月

廃棄物排出量
99%

（％）
再資源化率95％以上

５



（１）事務所

2022 2023

担当 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

丹野 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

丹野 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

丹野

関連法規資料の収集

環境熱エネルギーの情報収集

５．環境経営計画の内容

活動項目目的

タイヤの空気圧のチェック

廃棄物の排出抑制

水使用量の削減

丹野

エアコンの温度管理
(夏季:26～28℃･冬季:22～24℃)

エアコンの定期清掃(使用時期:月
１回)

照明の管理(外出時・昼休み時の
消灯)

グリーン購入の推進

丹野

丹野

ゴミ分別の徹底

使用済みコピー用紙と封筒の再
生利用

定期的に漏水の点検をする

エコキャップ・プルタブ運動の参加

ミスプリントを減らす

コピー機の使用前の確認と使用
後のリセットの励行

丹野

OA機器の省エネモード活用

ブラインド利用での空調調節

備品購入時はグリーン商品を選
択

エコドライブの実施

不要な荷物は積まずに走行

節水シール

自然エネルギーの情報収集

会社周辺の美化活動

環境関連法規の遵守

環境美化活動

二酸化炭
素排出量
の削減

ガソリン使
用量削減

電気使用量
削減

アイドリングストップ

省エネ工法の提案

６



（２）現場

担当 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小林 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５．環境経営計画の内容

2022 2023

目的 活動項目

小林

照明の管理(外出時・昼休み時の
消灯)

エネルギー効率の良い機械機器
の使用

OA機器の省エネモード活用

ガソリン使
用量削減

水使用量の削減

節水シール

二酸化炭
素排出量
の削減

電気使用
量削減

エアコンの温度管理
(夏季:26～28℃･冬季:22～24℃)

建設車両のタイヤの空気圧の
チェック

建設機械等の定期的自主点検

建設機械等の過負荷・過積載の
禁止

複数現場への共積み・乗合の励
行

小林
エコキャップ・プルタブ運動の参加

小林
水質汚濁の少ない施工方法の検
討

工事用散水車は排水路の水を利
用

搬送ルートの検討及び運搬距離
の削減

建設機械等のアイドリングストッ
プ及び低燃費運転の実施

マニフェストを元に適正な処理の
確認

小林

中間処理場を定期的に直接確認

現場で発生する廃棄物は混合廃
棄物としない

再生材料から作られた製品を優
先的に購入・使用

グリーン購入の推進
備品購入時はグリーン商品を選
択

環境美化活動
会社周辺の美化活動

廃棄物の排出抑制
建設資材発注時に使用数量を
チェックし残余資材の廃棄を抑制

環境配慮工事
自然エネルギーの情報収集

小林
低騒音型・排出ガス規制型機械
の使用

環境関連法規の遵守

廃棄物処理法・建設リサイクル法
の遵守

小林
騒音・振動規制法の遵守

７



2023年( 33 期 ) ［2022.10～2023.9］実績

＜備考＞
※

※ 達成度＝（実績値／目標値）×100（％）

６．環境経営目標の実績

項　　目

2022年(32期）
2021.10～2022.9

2023年( 33 期 ) 2022.10～2023.9 差 評
価

基　準　値 目　標　値 実　績　値 達成度

環境配慮工事
環境に配慮した
工事に努めた

環境に配慮した
工事に努める

環境に配慮した
工事に努めた

〇

二酸化炭素排出量
69,211

68,519
85,652

17,133
×

（ kg-CO2 ） （1%削減） 125%

電力使用量
17,867

17,688
13,914

-3,774 
○

（ kWh ） （1%削減） 79%

ガソリン使用量
5,689

5,632
6,233

601
×

（ L ） （2%削減） 111%

軽油使用量
18,386

18,202
25,212

7,010
×

（ L ） （１%削減） 139%

水使用量
節水に努める 節水に努める 節水に努める ○

（m
3
）

廃棄物排出量
99.0%

リサイクル率
95％以上

95.5% 〇
（％）

グリーン購入の推進
グリーン購入に

配慮した
グリーン購入に

配慮する
グリーン購入に

配慮した
○

是正処置

環境美化活動 1回 / 月 1回 / 月 1回 / 月 ○

  電力使用量は削減することが出来ましたが、ガソリン使用量・軽油使用量が目標値に達成することが出来ませんで
した。その結果、二酸化炭素排出量についても目標を達成することができませんでした。この原因としては、仕事量が
増加したためです。現場まで最短ルートで移動、徒歩で移動できる距離はなるべく徒歩か自転車を活用する等ガソリ
ンの消費を抑え目標達成を目指していきます。軽油使用量については、再度、エコドライブ運転の実施を徹底します。

水は井戸水を使用しており、量水計がついていない為数量は測れませんが、節水に努めております。

８



（１）環境負荷実績表

７．環境負荷の推移

項　　目
2020年(　30 期 ) 2021年（ 31 期 ） 2022年（ 32 期 ） 2023年（ 33 期 ）

2019.10～2020.9 2020.10～2021.9 2021.10～2022.9 2022.10～2023.9

二酸化炭素排出量
115,833 183,695 69,211 85,652

（ kg-CO2 ）

電力使用量
15,467 16,665 17,867 13,914

（ kwh ）

ガソリン使用量
7,198 6,037 5,689 6,233

（ L ）

軽油使用量
35,714 62,671 18,386 25,212

（ L ）

水使用量
- - - -

（m
3
）

廃棄物排出量
1,212 1,275 805 886

（ t ）

９



（２）二酸化炭素排出量・電力・ガソリングラフ

電力使用量

ガソリン使用量

７．環境負荷の推移

温室効果ガス排出量

0
20,000
40,000
60,000
80,000

100,000
120,000
140,000
160,000
180,000
200,000

2020年 2021年 2022年 2023年

目標
値

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

2020年 2021年 2022年 2023年

目標
値

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

2020年 2021年 2022年 2023年

目標
値

スライド方式固定方式

スライド方式

スライド方式

固定方式

固定方式

１０



（３）軽油・廃棄物グラフ

７．環境負荷の推移

軽油使用量

廃棄物排出量

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

2020年 2021年 2022年 2023年
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実績値

固定方式 スライド方式
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（１）事務所

ゴミ分別の掲示 昼休み照明の消灯

エコキャップ、プルタブ運動 ブラインドの利用

使用済コピー用紙の再利用 エアコンの温度管理表示

８．環境経営計画の取組状況

照明の節電掲示 上水道の節水掲示
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（２）現場

８．環境経営計画の取組状況

照明の節電掲示 上水道の節水掲示

環境美化活動

低騒音型機械・排出ガス対策型機械 環境・安全教育の実施
（Ｒ5.4月実施）
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（１）事務所

電気使用
量削減

ガソリン
使用量削
減

二酸化炭
素排出量
の削減

９．環境経営計画の取組結果と次年度の取組内容

目的達成手段環境目標

〇

不要荷物は積まない

〇

継続実施

タイヤ空気圧のチェック

エアコン温度管理 〇

照明はこまめに消す

アイドリングストップ

△

ブラインドの利用 〇

エアコンフィルター掃除

エコドライブの実施

実施出来た

徹底していない
面があった

実施出来た

継続実施

継続実施

強化して継続実施

継続実施

△

継続実施

継続実施

強化して継続実施

〇

〇

〇

ゴミ分別の徹底

コピー用紙・封筒の再生利用

〇

節水シールを貼る

実施出来た

徹底していない
面があった

継続実施

グリーン商品の優先的購入

〇ミスプリントを減らす

継続実施

継続実施

継続実施〇

〇

定期的に漏水点検

グリーン購入の推進

継続実施〇コピー機使用後のリセット

継続実施〇

継続実施

〇

〇情報収集

会社周辺地域の清掃

エコ運動の参加

〇

〇

継続実施グリーンカーテン

関連法規資料の収集

〇

継続実施

エコ商品のパンフレット収集 継続実施

丹野
環境関連法規
の遵守

〇

＜評価方法＞〇：良く出来た△：もう少し　×：出来ていない

担当 取組結果 評価 次年度の取組内容

実施出来た

実施出来た 〇 継続実施

継続実施

継続実施

実施出来た

実施出来た

実施出来た

実施出来た

実施出来た

継続実施

実施出来た

環境美化活動

省エネ工法の提案

水使用量削減

廃棄物排出抑制

実施出来た

実施出来た

実施出来た

実施出来た

実施出来た

実施出来た

OA機器は省エネモード

実施出来た

実施出来た

丹野

丹野

丹野

丹野

丹野

丹野

実施出来た

１４



（２）現場

電気使用量
削減

ガソリン使
用量削減

二酸化炭
素排出量
の削減

環境配慮工法の提案

環境関連法規　　　　　　　　　の遵守関連法規の遵守

現場周辺地域の清掃

混合廃棄物の抑制再生材
の優先的購入

中間処理場を直接確認する

建設車両のタイヤ空気圧の
チェック

〇 継続実施

エネルギー工法の提案、推
奨

〇 継続実施

エコ商品の提案、推奨 〇 継続実施実施出来た

〇 継続実施

エコ運動の参加 〇 継続実施

実施出来た

〇 継続実施

グリーン購入の推進　　　　　　　の推進グリーン商品の優先的購入 〇 継続実施

〇 継続実施

残余資材廃棄の抑制 〇 継続実施

散水車は排水路の水を利
用

〇 継続実施

マニフェストによる適正処理
の確認

〇 継続実施

実施出来た

実施出来た

節水シールを貼る 〇 継続実施

水質汚濁の少ない工法の
検討

〇 継続実施

実施出来た

実施出来た

建設機械の過負荷過積載
の禁止

△ より強化して継続実施

複数現場への共積み乗り合
いの励行

△ より強化して継続実施

実施出来た

実施出来た

〇 継続実施

建設機械の点検の実施 △ より強化して継続実施

実施出来た

実施出来た

搬送ルートの検討搬送距離
の削減

△ より強化して継続実施

建設機械のアイドリングス
トップ

△ より強化して継続実施実施出来た

実施出来た

エネルギー効率の良い機械
機器の使用

〇 継続実施

OA機器は省エネモード △ より強化して継続実施

実施出来た

徹底していな
い面があった

継続実施

次年度の取組内容担当 評価

照明はこまめに消す ○ 継続実施

小林

小林

９．環境経営計画の取組結果と次年度の取組内容

環境目標 目的達成手段

エアコン温度管理 〇

取組結果

実施出来た

徹底していな
い面があった

実施出来た

実施出来た

実施出来た

実施出来た

実施出来た

実施出来た

＜評価方法＞〇：良く出来た△：もう少し　×：出来ていない

小林

小林

小林

小林

小林

水使用量削減

廃棄物排出抑制

環境美化活動

実施出来た
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今後の中長期目標

＜備考＞
※

（ kg-CO2 ）

グリーン購入の推進

１０．今後の中長期目標

項　　目

2023年(33期）
2022.10～2023.9

2024年（ 34 期） 2025年（ 35 期） 2026年（ 36期）

基　準　値 2023.10～2024.9 2024.10～2025.9 2025.10～2026.9

環境配慮工事
環境に配慮した
工事に努めた

環境に配慮した工事に努める

85,652
二酸化炭素排出量

1%削減 2%削減 3%削減

電気使用量
13,914 ※実態把握 2024年実績を基に設定 2024年実績を基に設定

（ kwh ）

ガソリン使用量
6,233 1%削減 2%削減 3%削減

（ L ）

軽油
25,212 1%削減 2%削減 3%削減

（ L ）

（m
3
）

環境美化活動 1回 / 月 継　　続

再資源化率95％以上

※実態把握 2024年実績を基に設定 2024年実績を基に設定
水使用量

節水に努める

2023年11月に事務所を「静岡県磐田市天龍1149-1」へ新築移転したため、従前と状況が異なることから、電気使用
量と水使用量（水道水と井戸水を使用。下水道処理区域内）については、2024年にその使用量の実態を把握し、そ
の結果を基に2025年以降について設定することとする。

廃棄物排出量
95.5%

（％）

〇 グリーン購入に配慮する
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評価日：
評価者：

（１）下記の通り違反はありません。

・

・

・

・

・

・

・

・

※

※

・

・

・

・

・

・

・

（２）過去３年間関係者からの指摘訴訟はありませんでした。

次の特定建設資材が使われている構造物

CON・鉄筋CON・木材・AS

１１．環境関連法規への違反、訴訟の有無

2023年11月14日
丹野勇馬

法 規 制 の 名 称 手　　　　続　　　　き

○

責　任　者 確　認区分

○
処理委託先の実地確認と記録

工事部

廃棄物処理法 工事部

建設リサイクル法

対象工事の届出書、計画書の作成

工事部

施工体制台帳の備え付け

○

建設業法 工事部 ○

建設業許可票の掲示

県条例
静岡県産業廃棄物
の適正な処理に関す
る条例

産業廃棄物管理責任者の設置 

今期該当無し

工事部

・

法令

次の規模以上の工事

床面積80㎡以上の解体工事

処理委託先の許可確認（更新手続き）

運搬・処理委託契約の締結（5年間保存）

自動車リサイクル法
廃棄時引取業者への引き渡し

処理委託先の実地確認と記録

マニフェストの交付、回収、照合

請負金額500万円以上の土木工事

書面による契約締結

床面積500㎡以上の新築・増築工事

請負金額1億円以上のリフォーム工事

特定建設資材廃棄物の再資源化

記録の作成、発注者への報告

（平成22年4月1日　国土交通省通達）

特定建設資材に係わる分別解体

ﾘｻｲｸﾙ料金支払い

指定家電（ﾃﾚﾋﾞ､冷蔵庫､ｴｱｺﾝ､洗濯機等）の
適正処分

今期該当無し事務部家電リサイクル法

浄化槽法 ・ 清掃、点検、水質検査 事務部 〇
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報告 作成

確認

1 エコアクション21文書 ☑

2 環境経営目標及び目標達成状況 ☑

3 環境経営計画及び取り組み実施状況 ☑

4 環境関連法規要求一覧及び遵守状況 ☑

5 外部コミュニケーション・対応記録 ☑

6 その他（                                            ） ☑

株式会社　大原重建

代表取締役　  丹野勇馬

見直し項目
変更の
必要性

1 環境経営方針 有・無

2 環境経営目標 有・無

3 環境経営計画 有・無

4 実施体制 有・無

5 その他のシステム要素 有・無

6 その他（外部への対応） 有・無

軽油使用量、ガソリン使用量、二酸化炭素排出量が目標数値
まで届かなかった為、是正処置記載しております。

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

2023年11月14日

１
・
見
直
し
関
連
情
報

「有」の場合の指示事項等

：（必要に応じて評価・コメント記載）

記録・文書として作成しました。

記録に記載しました。

特に問題ありませんでした。

　エコアクション21の活動開始から6年が経過しました。社員たちが環境に配慮した行動が定着し
てきていると感じています。
　今期の取り組みにつきましては、電気使用量を前年比から大幅に削減することが出来ました。
しかし、軽油使用量、ガソリン使用量、二酸化炭素排出量が目標達成できませんでした。現場へ
の距離や仕事内容により前年よりも上回ってしまったことが原因だと考えます。現場へは最短
ルートを利用、徒歩圏内の場所移動はなるべく徒歩か自転車を活用するようにし次年度は目標
達成できるようより意識していきます。目標値に達成できた項目も怠らず引き続き目標達成でき
るよう徹底していきます。軽油使用量については、再度、エコドライブ運転の実施を徹底します。
そして、環境への意識もより高めていき、より良い環境づくりに努めていきたいと考えます。

継続して取り組みます。

１２．代表者による全体の評価と見直し

丹野勇馬 丹野勇馬

項    目

2023年11月14日作成日
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